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規

則

■群
馬
県
県
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
百
十
三
号

群
馬
県
県
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
県
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
群
馬
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
四
項
中
「
印
鑑
証
明
書
、
」
を
削
り
、
「
等
」
を
「
又
は
運
転
免
許
証
の
写
し
」
に

改
め
る
。

第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
を
削
り
、
第
五
十
一
条
を
第
四
十
九
条
と
し
、
第
五
十
二
条
を
第
五

十
条
と
す
る
。

第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
を
削
る
。

第
五
十
七
条
中
「
、
第
四
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
四
十
三

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。

「

「
性
別

別
記
様
式
第
一
号
中

を

に
、

印
男女

」

」

「

「

「

男
性
別

を

に
、

を

女

」

」

」

「

に
改
め
る
。

」

「

男

別
記
様
式
第
二
号
及
び
別
記
様
式
第
三
号
中

を

印
女

」

「

に
改
め
る
。

」

別
記
様
式
第
六
号
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「実

印

」
を
「
（署
名

）
」
に
、
「印

鑑
証
明
書

（発
行
後
３
月
以
内
の
も
の

。（

及
び
身
元
引
受
人

の
健
康
保
険
証

」
を
「住

民
票

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
二
号
、
別
記
様
式
第
十
四
号
、
別
記
様
式
第
十
六
号
及
び
別
記
様
式
第
十
八
号
中

「印

」
を
削
る
。

「

「

別
記
様
式
第
二
十
一
号
中

印

を

に
改
め
、
「及

び
新
身
元

」

」

引
受
人
の
印
鑑
証
明
書

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
二
十
二
号
中
「印

」
を
削
る
。

「

「

別
記
様
式
第
二
十
四
号
中

印

を

に
、

」

」

「

「

フ
リ
ガ
ナ

性
フ
リ
ガ
ナ

氏
名

別
氏

名

を

に
改
め
る
。

」

」

「

別
記
様
式
第
二
十
六
号
及
び
別
記
様
式
第
二
十
七
号
中

印

を
」

「

に
改
め
る
。

」

「

「

男

別
記
様
式
第
三
十
号
中

を

に
改
め
る
。

女

」

」

別
記
様
式
第
三
十
一
号
及
び
別
記
様
式
第
三
十
一
号
の
二
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
三
十
三
号
表
中
「印

」
を
削
り
、
同
様
式
裏
中
「ご

記
入
し

必
ず
右
上
の
入
居
者

、

氏
名
欄
に
押
印
し
て

」
を
「記

入
し
て

」
に
、
「収

入
認
定
の
更
正
申
請
書

」
を
「収

入
額
再
認
定

請
求
書
兼
異
動
届

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
十
五
号
及
び
別
記
様
式
第
四
十
四
号
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
五
十
五
号
中
「第

５
１
条

」
を
「第

４
９
条

」
に
改
め
る
。

令和３年３月３１日（水） 群 馬 県 報 号 外 （第２２号）
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令和３年３月３１日（水） 群 馬 県 報 号 外 （第２２号）

別
記
様
式
第
五
十
六
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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令和３年３月３１日（水） 群 馬 県 報 号 外 （第２２号）

告 示■

◎群馬県告示第１２４号

出納員に対する会計管理者の権限に属する事務の委任の告示（平成１９年群馬県告示第１７０号）の一部を次の

ように改正し、令和３年４月１日から施行する。

令和３年３月３１日

群馬県知事 山 本 一 太

２の項ネを次のように改める。

ネ ぐんま男女共同参画センターの使用料に係る現金の収納に関する事務

２の項に次のように加える。

ノ ぐんま男女共同参画センターに係る出納整理期間中の支出負担行為の確認に関する事務

ハ ぐんま総合情報センターに係る出納整理期間中の支出負担行為の確認に関する事務

３の項イ中「共済費」の次に「（地方公務員共済組合に対する負担金に限る。）」を加える。

１３の項(1)中アを削り、イをアとし、ウをイとし、エをウとする。

◎群馬県告示第１２５号

分任出納員に対する出納員の事務の委任の告示（平成１９年群馬県告示第１７１号）の一部を次のように改正し、

令和３年４月１日から施行する。

令和３年３月３１日

群馬県知事 山 本 一 太

表地域創生課の項の次に次のように加える。

生活こども課 分任出納員 会計局会計管理課の審 ぐんま男女共同参画センターの使用料に係る
査室長である出納員 現金の収納に関する事務
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訓

令

■
群
馬
県
訓
令
甲
第
八
号

総

務

部

県
土
整
備
部

群
馬
県
住
宅
管
理
人
職
務
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
住
宅
管
理
人
職
務
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

群
馬
県
住
宅
管
理
人
職
務
規
程
（
昭
和
四
十
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

企
業
管
理
規
程

■群
馬
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
企
業
管
理
者

中

島

啓

介

群
馬
県
企
業
管
理
規
程
第
十
三
号

群
馬
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

群
馬
県
企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
群
馬
県
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
経
営
戦
略
課
財
務
管
理
室
長
」
を
「
経
営
戦
略
課
次
長
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
経
営
戦
略
課
財
務
管
理
室
長
」
を
「
経
営
戦
略
課
次
長
」
に
、
「
経
営
戦
略
課
財
務
管
理

室
経
理
管
財
係
長
」
を
「
経
営
戦
略
課
経
理
管
財
係
長
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
経
営
戦
略
課
財
務
管
理
室
経
理
管
財
係
長
」
を
「
経
営
戦
略
課
経
理
管
財
係

長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
記
名
押
印
」
を
「
記
名
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
十
号
を
削
る
。

第
二
十
条
第
七
号
を
削
る
。

第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
群
馬
県
企
業
局
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
三
年
群
馬
県
電
気
事
業
管

理
規
程
第
六
号
）
第
三
条
」
を
「
群
馬
県
企
業
局
公
文
書
管
理
規
程
（
令
和
三
年
群
馬
県
企
業
管
理

規
程
第
五
号
）
第
七
条
」
に
改
め
、
「
と
と
も
に
、
重
要
又
は
異
例
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

経
営
戦
略
課
財
務
管
理
室
長
に
合
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
削
る
。

第
百
三
十
二
条
の
六
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
三
十
二
条
の
四
十
三
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

災
害
そ
の
他
の
緊
急
の
必
要
に
よ
り
、
他
の
者
か
ら
見
積
書
を
徴
す
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
。

第
百
三
十
二
条
の
四
十
三
第
三
項
第
一
号
中
「
三
万
円
」
を
「
五
万
円
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
第
一
号
中
「
（
被
服
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
二
百
七
条
中
「
経
営
戦
略
課
長
及
び
」
を
削
る
。

第
二
百
八
条
及
び
第
二
百
九
条
第
一
項
中
「
経
営
戦
略
課
長
」
を
「
局
出
納
員
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
条
の
二
の
表
中
「
経
営
戦
略
課
財
政
係
」
を
「
経
営
戦
略
課
事
業
推
進
室
財
政
係
」
に
、

「
経
営
戦
略
課
財
務
管
理
室
経
理
管
財
係
」
を
「
経
営
戦
略
課
経
理
管
財
係
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
９
の
表
中

「

水
資
源
機
構

負
担
年
賦
金

利
息

を

雑
支
出

」

「

水
資
源
機
構

負
担
年
賦
金

利
息

繰
上
償
還

補
償
金

に

地
区
別

借
入
先
別

雑
支
出

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
二
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
２
５
号
削
除

別
記
様
式
第
三
十
九
号
、
別
記
様
式
第
四
十
一
号
の
二
、
別
記
様
式
第
五
十
一
号
、
別
記
様
式
第
五
十
三

号
及
び
別
記
様
式
第
五
十
八
号
の
六
か
ら
別
記
様
式
第
五
十
八
号
の
八
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

「

年
月

日

別
記
様
式
第
五
十
九
号
中
「

年
月

日
発
議
印

」
を

に
改
め

発
議
者
名

」

る
。別

記
様
式
第
六
十
号
、
別
記
様
式
第
六
十
一
号
及
び
別
記
様
式
第
六
十
四
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

議
会
訓
令

■
群
馬
県
議
会
訓
令
甲
第
五
号

議
会
事
務
局

令和３年３月３１日（水） 群 馬 県 報 号 外 （第２２号）
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令和３年３月３１日（水） 群 馬 県 報 号 外 （第２２号）

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
群
馬
県
議
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
議
会
議
長

萩

原

渉

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
群
馬
県
議
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
群
馬
県
議
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
（
平

成
七
年
群
馬
県
議
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「印

」
を
削
る
。

「担
当

者

別
記
様
式
第
六
号
中

を
「担

当
者

名

」
に
改
め
る
。

確
認

印

」

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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令和３年３月３１日（水） 群 馬 県 報 号 外 （第２２号）
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